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問題意識と調査の概要
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進むスマートフォン利用の低年齢化
• 中高生全体で90%程度が利用。

• 高校1年生では男子93.7%、女子

94.0%となり、ほぼ全員がスマー

トフォンを利用している状況であ

る。

スマートフォンの利用状況（保護者回答・性別学齢別）
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調査研究の背景
• 利便性と同時に課題も顕在化。

• 実証研究に基づくエビデンスベースの施策検討が不可欠。本研究では青

少年と保護者を対象に調査を実施し、今後の政策提言につなげる。

DALL-Eで作成 https://www.nhk.or.jp/shutoken/articles/101/020/91/
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調査研究の全体像
• 文献調査：国内外の報告書・研究

を収集し分析

• アンケート調査：保護者と青少年

あわせて4,800人を対象に全国調

査

• インタビュー：10名の青少年へ

活用実態と課題をヒアリング

• 有識者会議：専門家と調査結果を

検討・政策提言へ反映
※本調査研究の「青少年」とは、主に中高生を指す。

上沼紫野（ＬＭ虎ノ門南法律事務所弁護士）

小木曽健（国際大学GLOCOM 客員研究員）

鈴木朋子（ITライター・スマホ安全アドバイザー）

曽我部真裕（京都大学大学院法学研究科教授）

松岡英治（安心ネットづくり促進協議会部長）

米田謙三（早稲田摂陵高等学校教諭）

グーグル合同会社

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター

有識者会議メンバー
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青少年のネット利用の
実態
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サービス利用状況
• 「動画共有サービス」（87.0%）が最も利用率が高く、次いで「SNS」

（70.5%）、「メッセージアプリ」（66.1%）。

• 保護者の認識では利用率が青少年回答より1割ほど低いことが多い。

サービス利用の割合（青少年回答・性別中学高校別） サービス利用の割合（保護者回答・性別中学高校別）
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デジタル機器利用の最大のメリット
• 青少年：情報収集・共有の容易さ、友人といつでも連絡できる利便性。

• 保護者：知識獲得、家族・友人・周囲との連絡が容易に。

デジタル機器の利用に対するメリット（青少年回答） デジタル機器の利用に対するメリット（保護者回答）
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インターネット利用時のトラブル

遭遇したトラブル（青少年回答）
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トラブル①：使いすぎ

デジタル機器の利用に対するデメリット（青少年回答） デジタル機器の利用に対するデメリット（保護者回答）
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トラブル②：比較や承認欲求からのストレス

https://www.businessinsider.jp/article/238127/

山口真一（2023年3月10日）「（山口真一のメディア私評）ＳＮＳがあお
る不安 加工された画像、自分と比べ劣等感」、朝日新聞
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トラブル③：コミュニケーション

誹謗中傷経験率
※「脅迫・恐喝」など9つの誹謗中傷について、いずれか1つ以上をSNSや動画共有
サービス等でリプライやDM等の直接の形で、過去1年以内にされた経験を調査した。
山口真一・谷原吏・大島英隆（2023）「Innovation Nippon 2022 わが国における誹
謗中傷の実態調査」、https://www.glocom.ac.jp/activities/project/8806

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/troubl
e/case/case21.html
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偽・誤情報との関わり
• 青少年も偽・誤情報に少なからず接触している。

• ただし、保護者は青少年の2～3倍程度接触。

偽・誤情報の真偽判断結果各偽・誤情報への接触率（青少年回答・全体） 偽・誤情報の真偽判断結果各偽・誤情報への接触率（保護者回答・全体）
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偽・誤情報の真偽判断
• 偽・誤情報を見聞きした後にそれが誤っていると気づいている人の割合

は、青少年が37.3%、保護者が25.1%。

偽・誤情報の真偽判断結果（青少年回答・保護者回答）
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偽・誤情報の拡散

偽・誤情報全体の拡散状況（青少年回答・性別中学高校別）
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家庭内ルールの遵守状況
• 親のいる場所での使用（68.2%）や利用時間の約束（71.0%）は守られ

にくい傾向。

家庭内で約束が守られている割合（保護者回答・全体）
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家庭内ルールの決定方法と約束の遵守状況
• 親子でよく話し合っている場合は約束が守られる傾向。

家庭内ルールの守られている割合（青少年回答・性別中学高校別）
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青少年の啓発経験

青少年のインターネット利用に関する啓発経験（青少年回答・全体）
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ニーズのある啓発手段
• 青少年・保護者共に、「学校等の講座」「インターネット上の動画」

「学校等のチラシ・パンフレット」の需要が高い。

青少年のインターネット利用に関して知りたい手段（青少年回答・全体）
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導かれる提言
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家庭内ルールがなぜ重要か
• 青少年の約3割が「使いすぎで学業・生活に支障」と回答。

• しかし3割は「ルールがない」と回答、守られていないルールも多い。

• 子どもと話し合い、意見を反映したルールほど守られやすい。

家庭内ルールの守られている割合（青少年回答・性別中学高校別）
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行政①：家庭内ルール作りの支援強化
• 国や自治体が、家庭内ルールづくりの具体的な手順や事例をまとめた分

かりやすい手引きを無料公開する。

• 学校や保護者会での講座・説明、学校配布、チラシ、インターネットで

の動画など多様なものを活用して啓発を促進する。

• 国内外でのエビデンスの蓄積状況を注視し、適宜政策の軌道修正も行

う。

• ネガティブな効果を強調し過ぎて、保護者の過剰な制限を促す結果にな

らないように留意が必要。
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啓発の不足・届いていない
• 青少年の3割以上が啓発を受け

たことが無い。

• 既に啓発コンテンツは大量に

あるが、その効果検証はなさ

れていない場合が多く、ター

ゲットと目的も整理されてい

ない。

• 青少年が啓発されている場

合、ペアレンタルコントロー

ル率が高い。

ペアレンタルコントロール実施と啓発経験の関係性に関する回帰分析
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行政②：啓発の拡充とポータルサイト創設
• 青少年と保護者双方に対する動画やチラシ・パンフレットによる啓発コ

ンテンツを整備するとともに、それらの戦略的な配信が求められる。

• 青少年向けにはインフルエンサー活用も視野に。

• 啓発コンテンツを1つのポータルサイトから利用できるようにし、か

つ、利用者が簡単にコンテンツを検索（属性入力からのおすすめ表示な

ど）できるような状態にする。

• 教育機関における講座の充実も行う。
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メディア情報リテラシーの重要性
• 情報を誤っていると気づく経

緯として、追加的ソース確認

は少ない。

• ネットいじめに比べて学校現

場で軽視されがち。

• 今後お金を得るようになれば

ターゲットにされる。ワンク

リック詐欺、闇バイト、オン

ラインカジノなどの偽情報に

ついても啓発が必要。 偽・誤情報を誤りと判定した理由（青少年回答・全体）
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教育現場：メディア情報リテラシー教育の拡充
• メディア情報リテラシー教育として、情報空間の特性や情報の確かめ方

に関する啓発、ファクトチェック演習等を充実させる。

• ワンクリック詐欺、闇バイト、オンラインカジノ等についても同様に啓

発を行う。

• それらの啓発においては、闇バイトやワンクリック詐欺などの実際の事

例の啓発や、自分で体験するなどの実践的な内容を含めるとなお良い。
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子ども向けアプリと年齢確認の重要性
• 適切に年齢判定を行わないと、子

ども向けの規約などが形骸化。

• ペアレンタルコントロールサービ

スで利用されている機能や、交流

相手やメッセージの制限など、当

該アプリに最適化された子ども向

けモードのニーズは高い。

ペアレンタルコントロールサービスで実施していること

（保護者回答・全体）
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事業者：年齢確認の実効性向上と子ども向け
アプリのさらなる開発・実装

• プライバシーに配慮しつつ、青少年の年齢確認を効果的に実施する仕組

みを導入する。

• 特に動画共有サービス、SNS、メッセージアプリなどの利用者の多いプ

ラットフォーム事業者は、子ども向けアプリや子ども向けモードを開発

する。

• 保護者が容易に設定できるUIを開発・導入することで、ペアレンタルコ

ントロールと青少年の適切なインターネット利用を促進する。
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親子のすれ違いが生むリスク
• ルールがあっても、「利用時間」「利用場所」は特に守られにくい。

• 青少年の不安には「個人情報流出」「SNSトラブル」等深刻なものも。

• 一方で、「トラブルに巻き込まれたら親に相談する」は3割未満。

家庭内で守られている約束（青少年回答・全体）
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保護者：子どもを見守るから共に育つへ
ルールと学びを親子で共有

• 「いつ・どこで・どれくらい使うか」を親子で話し合いながら具体化す

る。また、ルールは定期的に再点検する。

• SNSでのトラブルへの予防・対処方法、個人情報を守る設定方法、怪し

いサイト・アプリを回避する方法などを、保護者が定期的に学び、子ど

もとも情報を共有する。

• トラブルが起きたときのために、家庭内での「相談先リスト」共有。
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提言一覧
行政への提言

1. 家庭内ルールづくりの支援強化

2. ペアレンタルコントロールサービスのさらなる普及支援

3. ペアレンタルコントロールサービスの使い方に関する啓発（特に利用時間管理等）

4. 青少年・保護者双方への啓発の拡充と啓発コンテンツポータルサイトの創設

5. ポジティブなIT活用とトラブル事例や対処方法に関する啓発の強化

学校・教育現場への提言

6. 偽・誤情報への対応力を育む啓発・教材の拡充

7. デジタル技術を活かした教育推進：国際交流・個別最適化・地域格差の解消など

プラットフォーム事業者への提言

8. 年齢確認の実効性向上

9. 「子ども向けアプリ」のさらなる開発・実装

10.青少年向けの啓発コンテンツの作成と分かりやすい表示

保護者・家庭への提言

11.親子で話し合いながら、「利用時間」「利用場所」のルールを再点検する

12.保護者も共に学びつつ「トラブル対応方法」や「安全な使い方」を親子で共有する

研究者・学術セクターへの提言（今後の研究課題）

13.携帯端末利用の影響に関する実態調査と研究の深化

14.各種ペアレンタルコントロール・啓発の効果検証
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ご清聴ありがとうございました

This work was supported by Google Japan. I would like to express my deepest gratitude to them.

The headline image was created by DALL-E.

報告書はこちら：https://www.glocom.ac.jp/activities/project/10734


